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U 8

全
な
る
交
通
機
關
に
よ
れ
ば
、
當
然
交
通
和
斷
の
箇
所 

f c

る
べ
き
地
點̂
^
今
や
然
ら
次
る
に
至
ら
し
む
。
比
の 

の
.事
情
よ
6

し
て
或
る
都
市
は
從
來
享
受
し
來
れ 

る
營
利
の
機
會
を
奪
は
れ
、
又
或
る
都
市
は
從
來
よ
6

 

曆
多
大
の
營
利
の
機
會
そ
生
梦
る
の
結
果
を
來
し 

斯
く
し
-C

潘
市
殊
に
商
業
的
都
市
の
盛
衰
を»

ら
す
。

2 1

に
夂
他
方
よ6

見
れ
试
、
鐵
道
の
發
達
は
大
量
輸 

送
を
可
能
な
ら
し
め
、
運
賃0

低
落
、運
送
の
迅
速0

芷 

確
®

安
全
を
來
し
杧
る
がf t

め
に
、
多
量
の
貨
物
を
*
送 

す
るH

業
者
の
如
き
は
多
大
の
便
益
を
受
け
、
生
產
喪 

の
項
目
の
割
合
に
多
大
の
變
動
を
來
す
べ
く
、
而
し
て 

此
の
變
動
の
甚
し
き
場
合
に
は
、
例
へ
ぱ
從
來
遥
賃
高 

く
運
送
の
遲
緩
危
險
な^

^

於
杧
め
に
他
の
利
益
を^

 

<

敢
<

原
料
生
產
地
に
位
置
を
定
め
杧6

し
エ
業
の
如 

き
は
今
や
同
地
に
止
せ
届
る
の
必
製
な
き
の
み
な
ら 

す
寧
ろ
他
に
轉
岁
る
を
利
あ^

:
N

i

な
し
‘、
遂
に
他
に
務 

轉
す
名
に
至
る
。
斯
く
し
て
或
る
都
市
は
エ
業
を
其
の 

土
地
に
引
き
付
け
た
る
原
因
を
失
ひ
て
他
の
都
市
を
し 

• <

之
を
有
せ
し
む.

る
こ
ぇ
、
な6

、
以
て
都
市
ェ
業
の

盛
衰
を
來
す
。.一

定
め
地
點.
ょ
6
遠
距
離
地
點
ま
で
の 

運
賃
を
ば
同
/
一
 
線
路
±,
の
\€
距
離
地_

1
^
の
運«

ょ
：
 

i

0

0

な
ら
む
む
為
所
の
彼
の
.特
別
賃
率
の
如
き
は 

\

斯
^
理
由
'上
6
し
て
特
定
地
點
：の
獨
立
產
業
獎
勵
の
效 

|

果
を
赢
ち
得
べ
き
な-c\。

^

交
通
機
關
は一

方
に
於V

經
濟
.社
會
の
要
求
に
ょ6

て 

發
生
發
達
す
る
名
の
な
るi
同
脖
に
、
他
方
ニ
协
、
て
其 

N 0
發
生
發
達
は
叉
經
濟
社
會
の
發
齋
を
喚
起
す
る
名
の 

\

な
ろ
i
雖
名
、
そ
は
必
岁
し
名
特
定
の
都
市
の
俄

f

榮
を 

j

來
す
名
の
に»

あ
ら
岁
、
唯
そ
胗
該
都
市
を
し
て
脔
業 

|

叉
は
工
業
を
引
き
付
く
る
の
原
因
を
失
は
し
め̂
る
の

|

み
な
ら
ず
進
ん
で
之
を
助
長
す
る
場
合
に
於
て
の
み
該 

都
市
の
發
達
を
齎
ら
し
得
べ
き
の
み
。

一
線
の
鐵
道
な 

く
と
名
繁
榮
す
べ
き
都
市
名
あ6

、
ニ
線
の
鐵
道
の
交 

\

叉
す
る
あ
る
に
名
拘
ら
少
、
何
等
特
殊
の
發
達
を
來

3

 

i

0

f

s

i

鐡

道

發

達

の

^

め

に

却

て

衰

賴

す 

る
都̂

へ
其
の
例
に
乏
し
か
ら
ず
、
前
者
の
鐵
遒
な
く

'
“
 

し
て
榮
え
後
者
の
鐡
道
あ6

て
榮
え
次
る
所
以
の4

の 

は
、一

は
变

«

中
斷
の
地
點
^
る
に
反
し
他
は
中
齋
の

地
點
欠
ら̂

る
に
こ
れ
因
る
。
都
市
繁
榮
の
一
策
と
し 

て
鐡
道
敷
設
を
叫
ぶ
者
の
如
き
は
大
に
學
ば
ぎ
る
べ

「

か 

ら ^
0

 

44 1
A
y

「

本
.1
«

o.-
g
bs
ley (̂

^
H

heo
ry  o£  Transportation」

\
.lf\  

"w
fr
cr (Tilso

ro
w

t'b
.  of  C

ities

s*tlis^
iu

ctcsn
tll.  ecu—  

tu
ry.)  K

.f  
I
 (D

ie  st

p:dte)  

2
1
1氏
に
質
ふ
所
大
な8
。

(

三
、
ニ
、七：0

雜

錄

金

融

會

社

の

先

軀

及

其
 

類

例

S

船
尾
榮
太
鄭

_

本
篇
过
リ
1
フ
マ
ン
氏
，の

洛

箸B

s.ealgungs=
una 

Fin
ag
ier- 

i

へ

n
g
sg
eseH

scllaff 
第
七
草
第
一
節 vo

&
u
fer 

ga. V
em
aadte 

dcr F
in

-»5n7ierungsgesellscllaftetl

を
謂
出
せ
る
豸
の
な
リ
o 

-

初
期
發
行
，銀
行
の
槪
觀 

二
獨
逸
の
發
行
銀
行
'
.

.

,

H

佛_

の「

バンク、ド、クレ
デ

」

•

及「

バンク、
ダツフ尤

0

英
國
の
金
融
#
社 

k

来
圃
の
信
託
會
社

I

初
期
發
行
銀
行
の1

 

一
現
今
に
於
け
る
金
融
會
社
の
先
驅
と
し
て
、
，屢
が
論 

題
に
よ
る
名
の
は
、
千
七
百
十
六
年
巴
里
に
於
て
資
本 

一
六
百
萬「

9 
1
ズ,
>」

を
以
て
ジ

B
 \

、

口 ー

氏
の
設
立 

•
し
^
る「

\

 

\

グ
、
ゼ
ネ
ラ
ルJ

な
6
と
す
。
乙
»
當
初 

攀
に
純
然
允
る
私
立i

餓
行
隹
る
に
過
ぎ̂

6
し
名
j 

開
業
後
一
ー
年
米
國
ル
ィ
ジ
ヤl
に
お
け
る
、
商
業
獨
占 

■ ...  
:
'

'
 厶
1
四

茧.



券
を
獲
得
し
た
れ
ば
、
此
の0
的
を
達
せ
ん
忆
め
、
千 

「

諸

：̂

t

資
本
金
一
億「

リ
ム
ノ
ル」

i

f

る
、 

'
泰
西
會
社J
卽
ち
彼
のj

小
評
判
な
6
し

「

ジ
シ
シ
ツ
ビ
 

丨J

會
社
を
設
立
し
允
ろ
。
其
の
様
式
の
狒
込
は
.、
政 

垴
發
行
の
不
換
紙
幣
を
以
て
せ
し
め
、
狒
込
顧
ヤ
け
攻 

府
紙
幣
の
？
き
上
げ
を
行
ひ
、
政
府
.ci

改
め
て
同
額
の 

株
金
を
拂
込
ひ
こi
、
定
め
し,P

、
.

公
衆
は
此
計
畫
を 

信
用
ゼ
^
ろ
し
を
以
て
、「

■
ロ
ー
丨
：氏
は
遂
に
之
を
變
更 

す
る
2

む

泛
^
-

、
f

「
バ
ン
f

ネ
ラ
ル」 

を
變
M
し
て
玉
立
銀
行i
な
し
、
王
立
銀
行
は
、
其
の 

資
本
金
を
擧
げ
て「

三.

シ
シ.
ツ
ビ
ー
し
#
社
のM
t
C
放 

下
し
、
糠
式
の
狒
込
は
國
王
之
を
受
け
、

「

ミ
シ
シ
ツ
ピ 

I
し
#
社
の
，
式
は
總
て
國
家
の
有
に
歸
す
る
こtc
、 

な
せ
ろ
0
こ
れ
證
券
代
位
の
實
例
に
し
て
、
斯
か
る
方 

策
は
今
田
と
雖
名
同
機
の
目
的
の̂
め
、
購
々
行
ま
る 

る
所
f

 
o
此
の「

ミ
シ
シ
ツ
ビ
ー」

會
.社
の
大
資
本
を 

調
達
せ
ん
が^
め
、.
其
の
a

式
の
一
部
を
引
き
受
く
る 

を
目
的
と
す
る
、
新
會
社
の
設
立
を
企
て
午
七
百
十
L
 

年
竟
に「

ロ

氏

は

支

那

及

東
©
^
會
社
i

「

ミ
シ
シ

パ：
';
:

,:
.
.
: 

■.11.

四
*

K

 

.

グ

ピ

1」

會
社
と
を
合
併
し
て、

之
：れ
を
利
用
し
て
、
新
に
槺
式
實
本
を
大
に
增
加
す
る 

.

此
以
外
王
立
銀
行
は
新
に#

« {
:

を
|

 

z

し
杧
る
こ
と
な
く
、
且

つp
 

I

氏
の
試
み
把
る
前
記
會 

I
-

社
の'

株

式

の

投

機

及

次

相

場

の

操

縱

诞

に

.紙

幣

の

伸

縮 

j

は

毫

名

證
^

^

# .

關

與

金

融

行

§

事

に

關

係

ず

る

こ 

と̂

か

ヶ

き

。

\

A
或
は
千
七
百
七
十
ニ
年
伯
林
に
於
て
設
立
せ
ら
れ 

\

女
る
、
普
魯
西
鹿
の「

ゼ
エ
パ\

ド
ル
\
グ」

會
社
を
以 

'
一
て
菸
代
發
行
銀
行
の
先
驅
と
な
す
の
あ
れ
ど
？
、 

y

同
會
社
は
C
M
初
、
外
鼯
實
易
に
關
し
、
特
權
をf
す
る 

|

翁
武
會
舭
杧
み
に̂

ま
々
、
工
業
會
社
、
其
他
、
類
似 

|

會
社
の
設
立
に
指
を
染
む
る
に
至
ろ
し
は
、
千
八
百
十 

\
年
以
後
、
卽
ち
純
麥
把
る
國
家
の
經
營i
f_

f

し. 

一

以

後

の

こ

と

遍

す

。
而
し

V

そ
の
會
社
設
立
及£

 

與
の
點
に
就
S

、
同
會
社
は
證
_

本
制
滕
代
以
前 

卽
ち
純
貨
幣
資
本
制
脖
代
の
好
典
型i
云

ふ

べ

し

。

何 

i
な
れ
ば
同
會
社
は
製
造
場
を
設
立
し
て
、
自
ら
.
之
1 

を
风
凊
し
、
今
名
な@
所
有
し
届
る
财
、

|
步
進
ん
で

會
社
企
業
を
初
め
、
其
の
株
式
を
發
行
し
、
株
式
所
有 

に
よ
6
V
、
#
會
社
.に
關
與
す
る
が
如
き
は
未
だ
あ
ら 

し
i

こ
ろ
な
れ
ば
な6
0 

3れ
ば
蒂
人
の
所
_
金 

融
會
社
、
5 t
は
發
行
銀
行
の
存
在
は
未
だ
此
處
に
之
を
、
 

認
む
る
こ
と
能
は
少
。

.. 

\  

僧
丨
ゼ
エ
ハ
ン
ド
ル
ン
グ.

j

會
社
が
製
造
場
課
立
に
著
一 

手
す
る
に
先
だ
ち
、
，舍
社
設
立
反
び
金
融
を
證
眷
本
' 
一
 

制
の
某
；礎
の
上
に
置
き̂

る
、
從
つ
て.
最

初

の

證

券

代|  

位
會
社
を
以
て
呼
ば
る
べ
き
"一

會
社
は
ブ
ラ
ッ
セ
ル
一 

に
於
て
成
立
し
杧6
。
之
れ
*

蘭
I
ソ
ン
エ
テ
、
ゼ
ネ
.ラ
一
 

ル」

，
に
し.
て
、
此
會
社
は
紙
に「

國
民
興
業
株
式#
社

\

 

と
成
6
、
页
に
其
の
發
達
に一

歩
を
進
め
て
、
金

融

會\  

社
牝
る
に
至6
、
自
己
の
證
券
を
以V

、

他

會

社

に

資.
\

 

本
を
放
下
す
る
に
よ6
て
、
其
の
會
社
を
掌
握
し
、
又
„ 

自
ら
數
箇
の
會
社
を
創
立
し
、
或
は
、
其
の
設
立
を
補 

助
し
^
6
。
 

i  

程
な
く
、
千
八
酉
三
十
五
年
に
到6
、
之
れ
と
同1  

の
.目
的
を
以
て
、
白
耳
義
銀
行
の
設
立
あ
ろ
。
以
上
ニ
、
 

會
社
の
歷
史
に
就
き
て
は
、
別
に
述
べ
杧
る
處
ぁ
れ
ば

今
之
れ
を
霞
於
ず
、
只
爾
會
社
の
最
韌
に
實
行
し
お
る 

似
如
き
形
式
に
於
<
あ
ら
ゆ
る
信
用
業
務
と
證
券
業
務 

と
を
結
合
し
殊
に
、
銀
行
業
の
雨
極
端
に
位
す
る
發
券 

業
務
と
金
融
業
務
，Cを
結
合
し
て
經
營
し
^
る
名
の
は 

.
其

の

靈

えV

起
ら
次
6
し
事
を
特
記
し
置
く
ベ
しo

 

然
れ
ど
名

一一

會
社
は
最
初
の
證
券
代
位
會
社
と
し

V
今 

I

未
I

分
S

S

を

認 

次
に
同
-b
く
此
の
部
類
にS
す
る「

柳
國
勸
產
銀
行」 

亦
大
な
るa

意
に
僙
す
。
同
會
社
は
初
め
其
の
發
起
者
、
 

「

ペ
レ
ー
ル
し
兄
始
に
よ'
^
、
先
づ
證
券
代
位
#
社
と
し 

て
從
て
3C
金
融
會
社
と
しV

、

エ
夫
せ
ら
れ^
る
$
の 

な
6
、
試
に
當
辟
會
社
の
目
的
と
し
て
定
款
第
五
條
の 

擧
ぐ
る
所
を
見
る
に
、

第

一

公
偾
及
旣
設
、
若
し
く
ば
將
來
設
立
せ
ら
る
可 

き
株
式
組
織
の.
諸
種
のH

業
強
信
用
企
業
、
殊
に
、
鐵
道 

運
河
、
減
山
其
他
類
似
の
企
業
に
蹣
す
る
株
式
及
^
社 

債
を
引
き
受
け
叉
は
獲
得
す
る
乙
と0

.
: 

第
二
此
か
引
受
け
叉
は
歡
得
に
要
じ̂
る
金
額
と
同' 

1

の
額
に
於.y

自
社
の
社
債
を
發
行
す
る
乙
と
、

(

次
に



1

12
2

此
の
砠
#
の
基
礎
お
る
罾#

の
寶
却
及
ぴ
交
換
に
_
す 

る
規
忠
矽
6

)

第

三

獲

得

せ

る」

切
の
®
券
を
*

却
し
、
叉
は*
保 

に
提
供
し
及
び
、
他
の
有
價
證
券A
交
換
す
る
乙.
，，c
、

j  

せ-CNC「

プ
ラ
ン
-ジ
ユ」
の
言
ふ
所
に
よ
れ
ば
、
社
債
の
一 

未
炎
存
せ
次
る
間
は
、
證
券
發
行
業
務
は
單
に
從
的
業 

務
に
し
て
、
叉
普
通
銀
行
業
務
の
全
體S
金

融
業
務
の. 

M

的

業

務

に

過

ぎ

看

做
3
れ
t t
6
0 

一/
ラ•

ン
ジ
ユ」

の
推
測.
に_
よ
れ
ば
、
當«

六
千
萬
法 

乃

至〗

億
六
千
三
百
萬
法
に
上
れ
る
.
動
產
龈
行
の
當
座\

 

K
金
は
、
大
部
分「

ぺ
レ

J

ルj

兄
弟
、
其
ハ〕

友
人
及
び
一 

彼
费
1C
よ-
o
設
立
せ
ら
れ
允
■る
會
社
の
庫
中
よ
ム
ノ
出
で
一 

し
名
の
、
如
く
、
な
ほ
之
れ
に
對
す
る

一

般

貸

出

業

務|  

名
同
様
の
關
係
の
下
に
成
立
せ
る
に
似
杧6
。
斯

の

如|  

く
動
產
銀
行
は
主i
し
て
自
己
の
金
融
通
比
る
企
業
に 

對
す
る
主
要
な
る
金
融
機
關
と
成
れ
る
名
の
と
爾
つ
可
へ 

.

く
、
而
し
て
此
現
象
た
る
や
吾
人
奴
今H

の
金
融
會
社 

に
於
て
！

I

む

る

所

な

す
。
» i
異
れ
る
點
は
上
述
の 

關
係
が
今
日

一

層
究
全
に
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萬
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融
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冒
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